
教育研究評議会記録（要旨） 

 

 

日 時  平成 27年 2月 23日（月）午後 1時 30分～午後 3時 00分 

 

場 所  学術情報総合センター10階会議室 LSS 

 

出席者（委員） 西澤学長、柏木副理事長、桐山副学長、宮野副学長、大嶋副学長、井上副学長、櫻木

特命副学長、安本理事、石河病院長、浅井本部長、安積本部長、富澤学生担当部長、

三田村入試担当部長、橋本学術情報総合センター所長、経営学：鈴木研究科長、向山、

経済学：森研究科長、滋野、法学：守矢研究科長、金澤、高橋、文学：仁木、理学：

保尊研究科長、中沢、工学：日野研究科長、鳥生、医学：荒川研究科長、上田、生活

科学：西川研究科長、永村、創造都市：柏木研究科長、安倍、看護学：今中研究科長、

河野、渡辺都市健康・スポーツ研究センター所長、大久保大学教育研究センター副所

長、阿部都市研究プラザ所長、木下複合先端研究機構長 
   （オブザーバー）青山学長特別補佐、多治見学長特別補佐、中川学長特別補佐 
   （報告者）大黒ハラスメント調査委員会委員長（平成 25年度） 

 

Ⅰ 議 事 

 

○平成 27年 1月 26日（月）開催の教育研究評議会記録（要旨）案について、確認し、承認された。 

 

 

【審議事項】 

 

 １ 研究院規程の制定等について 

大学改革担当課長から、資料１に基づき、研究院の設置に伴う関係規程の制定及び一部改正

について、説明・提案があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

   

 ２ URA 制度の導入について 

  研究担当副学長から、資料２に基づき、URA 制度の導入及び URA センターの設置、また、同セン

ター設置に伴う関係規程の制定及び一部改正について、説明・提案があり、審議の結果、原案のと

おり承認された。 

 

３ 法学研究科法曹養成専攻の入学定員変更について 

  法学研究科長から、資料３に基づき、平成 28年 4月 1日より法学研究科法曹養成専攻の入学定員

を、60名から 30名に変更する旨、説明・提案があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

４ 大阪市立大学「楊大鵬奨学金」制度の創設について 

  学長から、資料４に基づき、楊大鵬氏より寄附の申し出があった旨、並びに同氏の意向を受け、

奨学金制度を創設する旨、説明・提案があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

５ 大阪市立大学外国人留学生宿舎規程及び大阪市立大学外国人留学生宿舎規程施行細則の廃止、

並びに大阪市立大学国際交流宿舎規程及び大阪市立大学国際交流宿舎利用細則の制定について   

国際センター所長から、資料５に基づき、「大阪市立大学外国人留学生宿舎規程」及び「大阪市立

大学外国人留学生宿舎規程施行細則」の廃止、並びに「大阪市立大学国際交流宿舎規程」及び「大

阪市立大学国際交流宿舎利用細則」の制定について、説明・提案があり、審議の結果、原案のとお

り承認された。 



【報告事項】 

 

 （１）「新・公立大学」大阪モデル（基本構想）について 

   学長から、資料（１）に基づき、「新・公立大学」大阪モデル（基本構想）案について、前回の提

示案からの変更点、また、同日午前中に行われた新大学推進会議の内容について報告があった。3

月 9日（月）開催の新大学検討会議で、内容の詳細について説明する旨、報告があった。 

 

（２）平成 27年度役員等の体制について 

   学長から、資料（２）に基づき、平成 27年度役員等の体制について、説明・報告があった。 

 

（３）大阪市立大学の 3ポリシーの制定について  

   教育推進本部長から、資料（３）に基づき、大阪市立大学の 3ポリシーの制定について、説明が

あった。各研究科で意見をまとめて、3月 13日（金）までに担当事務局へ提出するよう依頼があり、

次回の教育研究評議会で審議することとした。 

 

 （４）成績評価の異議申立制度の導入について  

   教育推進本部長から、資料（４）に基づき、成績評価の異議申立制度の導入について、説明があ

った。各研究科で意見をまとめて、3 月 13 日（金）までに担当事務局へ提出するよう依頼があり、

次回の教育研究評議会で審議することとした。 

 

（５）外国人留学生授業料減免制度の改正について 

   国際センター所長から、資料（５）に基づき、外国人留学生授業料減免制度の改正、並びに関係

規程の一部改正について、説明・報告があった。 

 

（６）無期停学処分学生に対する停学解除について 

   医学部長から、資料（６）に基づき、平成 26年 9月 29日付で停学処分を受けた学生について、

その後十分反省し再発の恐れもないので、平成 27年 3月 1日付で停学処分の解除を行う旨、報告が

あった。なお、会議資料（６）-２については、本会議終了後回収することとした。 

 

 （７）ハラスメント調査期間再延長の報告について 

   平成 25年度ハラスメント調査委員会委員長から、資料（７）に基づき、平成 25年度第 2号事案

に係る調査期間の再延長について報告があった。 

 

 

【その他事項】  

 

① 135 周年ロゴマークについて 

 学長から、資料①に基づき、135 周年ロゴマークを作製した旨、周知依頼があった。 

 

② CITY×UNIVERSITY（Vol.17）について  

学長から、資料②に基づき、CITY×UNIVERSITY（Vol.17）を発行した旨、報告があった。 

 

③ その他 

 学長から、2 月 19 日（木）に、学内で自転車に乗った学生が来学者に衝突する事故があった旨、

報告があった。学生及び教職員は自転車のマナーを十分に守ること、並びに今回の事故を踏まえて、

学内の安全性をより一層高めるための対策を進める必要があることについて、指示・説明があった。 

   

 



④ その他 

 経営学研究科長から、来年度より導入される副専攻制度について、具体的な内容を教務事務担当

者等へ早めに周知してほしい旨、依頼があった。教務担当部長より、副専攻ガイドを各部局へ配布

し、確認を行ってもらう旨、説明があった。 

 

 

Ⅱ 会議資料 

  

○平成 27年 1月 26日（月）開催 教育研究評議会記録（要旨）案 

 

【審議事項】 
  １  研究院規程の制定等に対する意見と大学の考え方 他 
  ２ 大阪市立大学への URA 制度の導入について（案） 他 
  ３ 大学院法学研究科法曹養成専攻の入学定員変更について（案） 他 
 ４ 大阪市立大学「楊大鵬（ようたいほう）奨学金」制度の創設について（案） 他 
５ 大阪市立大学外国人留学生宿舎規程及び大阪市立大学外国人留学生宿舎規程施行細則の廃止、

並びに大阪市立大学国際交流宿舎規程及び大阪市立大学国際交流宿舎利用細則の制定について

（案） 他 
 

【報告事項】 

（１）「新・公立大学」大阪モデル（基本構想）（案）  

（２）公立大学法人大阪市立大学における平成 27年度役員等の体制について 

（３）大阪市立大学の 3ポリシーの制定について 

（４）成績評価の異議申立制度の導入について 

（５）外国人留学生授業料減免制度の改正について 他 

（６）-１ 大阪市立大学学生懲戒規程 他 

   -２ 無期停学処分学生に対する停学解除について 他 （会議終了後回収） 

（７）ハラスメント調査期間再延長の報告について 

  

【その他事項】  

① 135 周年ロゴマークについて  

② CITY×UNIVERSITY（Vol.17） 

   

  


